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ご
鑑
能
さ
れ
る
皆
様
へ

公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会　

名
誉
会
長

さ
い
た
ま
市
長

清
水　

勇
人　
　

公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会　

会
長

筑
波　

伸
夫　
　

　
「
大
宮
薪た
き
ぎ
の
う能
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
東
北
・
上
越
新
幹
線
が
大
宮
駅

か
ら
開
業
し
た
の
を
契
機
に
大
宮
の
地
域
文
化
振
興
と
観
光
行
事
の
定
着

を
願
い
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
今
回
で
四
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
誇
り
で
も
あ
る
「
大
宮
薪
能
」
の
魅
力
は
、
日
本
で
も
屈
指

の
大
社
で
あ
る
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
を
会
場
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
い
な
る
宮
居
と
称
さ
れ
た
厳
粛
な
境
内
に
一
流
の
演
者
を
迎
え
、「
舞

殿
」
を
照
ら
す
篝
火
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
幻
想
的
で
荘
厳
な
雰
囲
気
を
つ

く
り
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
の
「
大
宮
薪
能
」
で
は
、
第
四
十
五
回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
、

葛
城
山
の
神
話
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
「
葛か
づ
ら
き城

」、
お
め
で
た
い
演
目
で
あ

る
「
石し
ゃ
っ
き
ょ
う橋
」
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
狂
言
は
和
泉
流
の
「
樋ひ

の
酒さ
け

」、「
萩は
ぎ

大だ
い

名み
ょ
う

」
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
宵
は
幽
玄
と
幻
想
の
世
界
に
浸
り
な
が
ら
、
国
内
で
も
指
折
り
の

薪
能
と
評
さ
れ
る
こ
の「
大
宮
薪
能
」を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

地域の皆さまから愛され、親しまれる駅であり続けるために。
私たちはこれからも、皆さまとともに歩んでまいります。



第四十五回記念　　　　　　　　　　　　番　組

挨　
　
　

 

拶

　
素
謡
　 

翁お
き
な

シ
テ

千
歳

金
春
　
憲
和

本
田
　
芳
樹

　

雨
宮
　
悠
大

本
田
　
光
洋

地
謡

　
　
本
田
布
由
樹

大
塚
龍
一
郎

　
　

雅
楽

雅
楽
奉
仕

鳳
笙
　
　
森
田
　
　
豊

篳
篥
　
　
新
藤
　
照
久

龍
笛
　
　
嶺
　
　
崇
紀

　
　

火
入
れ
式

火
入
奉
仕

斎
主
　
　
新
納
　
秀
樹

松
明
所
役
　
立
花
彰
太
郎

松
明
所
役
　
神
島
　
　
晃

　
　

解
説

法
政
大
学
教
授
　
伊
海
　
孝
充

　
狂
言
　

樋ひ

の
酒さ

け

シ
テ（
太
郎
冠
者
）

ア
ド（
主
）

ア
ド（
次
郎
冠
者
）

野
村
　
万
作

福
田
　
成
生

中
村
　
修
一

後
見
　
　
飯
田
　
　
豪

休
憩（
十
五
分
）

　
能
　
　

葛か
づ
ら

　
城き

シ
テ（
前
・
里
女
）

シ
テ（
後
・
葛
城
の
神
）　

ワ
キ（
羽
黒
山
の
山
伏
）

ワ
キ
ツ
レ（
同
行
の
山
伏
）

ア
イ（
所
の
者
）

笛小
鼓

大
鼓

太
鼓

藤
井
　
秋
雅

藤
井
　
雅
之

野
口
　
能
弘

野
口
　
琢
弘

吉
田
　
祐
一

内
藤
　
　
連

小
野
寺
竜
一

飯
冨
　
孔
明

亀
井
　
洋
佑

桜
井
　
　
均

地
謡

小
林
与
志
郎

後
見
　
　
辰
巳
大
二
郎

辰
巳
　
和
磨
　
小
林
　
晋
也

田
崎
　
　
甫
　
辰
巳
満
次
郎

金
野
　
泰
大
　
佐
野
　
　
登

薮
　
　
克
徳
　
亀
井
　
雄
二

　
　
附
祝
言

金
春
流

和
泉
流

宝
生
流

初
日
ノ
式

第１日

開
　
　
場
▪
午
後
六
時
三
十
分

開
　
　
演
▪
午
後
七
時

素
　
　
謡
▪
午
後
七
時
三
分

狂
　
　
言
▪
午
後
七
時
三
十
五
分

休
　
　
憩
▪
午
後
八
時

能
　
　
　
▪
午
後
八
時
十
五
分

終
了
予
定
▪
午
後
九
時
二
十
五
分

　
　
於
　
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

令和８年

5月22日㈮

四季薫る 心癒す氷川の庭
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拶

　
素
謡
　 

翁お
き
な

シ
テ

千
歳

本
田
　
光
洋

本
田
布
由
樹

地
謡
　
　

中
村
　
昌
弘

辻
井
　
八
郎

井
上
　
貴
覚

岩
間
啓
一
郎

　
　

雅
楽

雅
楽
奉
仕

鳳
笙
　
　
森
田
　
　
豊

篳
篥
　
　
新
藤
　
照
久

龍
笛
　
　
嶺
　
　
崇
紀

　
　

火
入
れ
式

火
入
奉
仕

斎
主
　
　
新
納
　
秀
樹

松
明
所
役
　
立
花
彰
太
郎

松
明
所
役
　
神
島
　
　
晃

　
　

解
説

法
政
大
学
教
授
　
伊
海
　
孝
充

　
狂
言
　

萩は
ぎ

大だ
い

名み
ょ
う

シ
テ（
大
名
）

ア
ド（
太
郎
冠
者
）

ア
ド（
亭
主
）

野
村
　
萬
斎

金
澤
　
桂
舟

野
村
太
一
郎

後
見
　
　
福
田
　
成
生

休
憩（
十
五
分
）

　
能
　
　

石し
ゃ
っ

　
橋き

ょ
う

　
　
　
　
　
　
　  

古
式

シ
テ（
前
・
杣
人
）

シ
テ（
後
・
白
獅
子
）

ツ
レ（
赤
獅
子
）

ワ
キ（
寂
昭
法
師
）

ア
イ（
仙
人
）

笛小
鼓

大
鼓

太
鼓

金
春
　
安
明

金
春
　
憲
和

本
田
　
芳
樹

野
口
　
琢
弘

飯
田
　
　
豪

小
野
寺
竜
一

飯
冨
　
孔
明

亀
井
　
洋
佑

桜
井
　
　
均

後
見
　
　

地
謡

　
　

山
中
　
一
馬

本
田
布
由
樹

中
村
　
昌
弘

辻
井
　
八
郎

高
橋
　
　
忍

井
上
　
貴
覚

雨
宮
　
悠
大

金
春
流

和
泉
流

金
春
流

二
日
目
ノ
式

開
　
　
場
▪
午
後
六
時
三
十
分

開
　
　
演
▪
午
後
七
時

素
　
　
謡
▪
午
後
七
時
三
分

狂
　
　
言
▪
午
後
七
時
三
十
五
分

休
　
　
憩
▪
午
後
八
時
五
分

能
　
　
　
▪
午
後
八
時
二
十
分

終
了
予
定
▪
午
後
九
時
三
十
分

　
　
於
　
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

第２日
令和８年

5月23日㈯

アプリ ・ＳＮＳコーポレートサイト オンラインストア

（清掃全般、設備保守運転、施設警備、緑地管理、電話交換）

（廃棄物収集運搬処理、リサイクル分別処理、機密書類処理）

ビル総合管理のことなら

一般廃棄物・産業廃棄物のことなら

〒330-0061　埼玉県さいたま市浦和区常盤２丁目９番10号

　　　　　　　 は
環境と福祉の真の
サービスを提供します。

　　　　　　



金
春
流

素す

謡う
た
い

翁
お
き
な

https://www.apahotel.com/ https://droneshowlabo.jp

　
「
能
で
あ
っ
て
能
に
あ
ら
ず
」
と
称
さ
れ
る
《
翁
》。
能
楽

師
が
演
じ
る
芸
能
で
あ
り
な
が
ら
、
能
と
は
芸
質
が
大
き
く

異
な
り
、
非
物
語
的
で
儀
礼
的
な
謡
・
舞
で
形
成
さ
れ
る
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
形
式
・
演
じ
手
な
ど
が
複
雑
に
変
遷
し

て
今
日
に
至
る
が
、
現
在
の
上
演
は
、
千せ
ん
ざ
い歳
の
颯さ
っ

爽そ
う

と
し
た

舞
、
翁
の
荘
厳
な
舞
、
三さ
ん
ば
ん
そ
う

番
三
の
軽
快
な
舞
の
三
つ
で
構
成

さ
れ
る
。
本
公
演
で
《
翁
》
を
つ
と
め
る
金
春
流
は
、
能
楽

最
古
の
歴
史
を
有
す
る
流
儀
で
、
こ
の
芸
も
古
い
形
を
残
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
大
宮
薪
能
で
は
謡
の
み
で
、
厳お
ご
そ

か
な

空
間
を
創
り
出
し
て
い
く
。「
ど
う
ど
う
た
ら
り
た
ら
り
ら
」

と
い
う
呪
術
的
な
文
句
で
始
ま
り
、「
鶴
と
亀
の
齢
に
て
」

と
い
う
長
寿
の
象
徴
に
「
鳴
る
は
滝
の
水
」
と
滔と
う
と
う々

と
流
れ

る
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
と
来
場
の

皆
様
の
寿じ
ゅ
ふ
く
ぞ
う
ち
ょ
う

福
増
長
・
遐か
れ
い
え
ん
ね
ん

齢
延
年
を
願
う
。

https://omiya-dom.com/



蔵
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

一
計
を
案
じ
、
酒
蔵
と
米
蔵
の
間
に
竹
の

樋（
水
な
ど
を
送
り
流
す
管
の
類
）を
渡

し
、
酒
を
飲
む
こ
と
に
成
功
す
る
。
酒
も

入
り
、
上
機
嫌
に
な
っ
た
太
郎
冠
者
は
、

と
う
と
う
酒
蔵
に
移
っ
て
次
郎
冠
者
と
本

格
的
に
酒
宴
を
始
め
る
が
…

　

狂
言
と
酒
と
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
。
登
場
人
物
た
ち
は
、
酒
に

対
し
て
並
一
通
り
で
は
な
い
思
い
が
あ

る
。「
何
が
な
ん
で
も
酒
を
飲
み
た
い
」、

そ
の
執
心
が
〝
笑
い
〟
を
創
り
出
し
て
い

く
。
ま
た
、
酒
を
飲
む
と
、
人
は
日
常
的

な
常
識
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
そ
の
力
が
舞

や
謡
が
溢
れ
る
酒
宴
の
場
を
出
現
さ
せ

る
。《
樋
の
酒
》
は
、
そ
の
酒
の
力
が
発

揮
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
狂
言
ら

し
い
の
は
、「
太
郎
冠
者
は
米
蔵
か
ら
出

ら
れ
な
い
」
と
い
う
〈
ル
ー
ル
〉
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
結
局
、
蔵
を

抜
け
出
す
の
だ
が
）。
通
常
で
は
、
能
舞

台
の
空
間
を
巧
み
に
使
い
、
こ
の
二
つ
の

蔵
と
そ
こ
に
渡
す
竹
の
樋
を
表
現
す
る

が
、
能
舞
台
を
使
わ
な
い
大
宮
薪
能
で
は

ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

【
場
　
　
所
】
不
明

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
太た
ろ
う
か
じ
ゃ

郎
冠
者

ア
ド
　
主

ア
ド
　
次じ
ろ
う
か
じ
ゃ

郎
冠
者

和
泉
流

狂
言

樋ひ

の
酒さ

け

　

太
郎
冠
者
・
次
郎
冠
者
は
狂
言
を
代
表

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
時
に
は
頼

り
な
い
主
人
を
助
け
る
家
来
と
し
て
、
時

に
は
主
人
に
さ
さ
や
か
な
抵
抗
を
試
み
る

〝
反
逆
者
〟
と
し
て
登
場
す
る
。《
樋
の
酒
》

の
冠
者
た
ち
は
主
人
の
言
い
つ
け
に
従
い

つ
つ
、反
抗
す
る
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
。

　

留
守
す
る
主
人
か
ら
、
太
郎
冠
者
は
米

蔵
、次
郎
冠
者
は
酒
蔵
の
番
を
命
じ
ら
れ
、

「
蔵
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
仰
せ
つ

か
る
。両
人
は
そ
の
言
い
つ
け
は
守
る
が
、

次
郎
冠
者
は
蔵
の
酒
を
飲
み
始
め
て
し
ま

う
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
太
郎
冠
者
は
、
自

分
に
も
飲
ま
せ
る
よ
う
に
訴
え
る
が
、
米

写
真
提
供
：
万
作
の
会
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関　根　信　次

　

日
本
に
は
修
験
道
と
呼
ば
れ
る
宗
教
が

あ
る
。古
来
の
山
岳
信
仰
に
仏
教
・
神
道
・

道
教
な
ど
が
融
合
し
た
信
仰
形
態
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宗
教
の
開
祖
・

役え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
は
、
飛
行
術
な
ど
不
思
議
な
力
を

操
り
、
鬼
を
使
役
す
る
超
人
的
人
物
で

あ
っ
た
。
そ
の
行
者
が
修
行
を
行
な
い
、

修
験
道
を
開
い
た
の
が
葛
城
山（
現
在
の

奈
良
県
と
大
阪
府
の
境
）な
ど
の
一
帯
で

あ
る
。
能
《
葛
城
》
の
背
景
に
は
、
こ
う

し
た
宗
教
世
界
が
あ
る
。

　

羽
黒
山
の
山
伏
た
ち
は
修
験
道
の
霊
地

の
一
つ
で
あ
る
大
峰
の
葛
城
山
に
参
詣
す

る
。
大
和
路
を
急
ぎ
、
葛
城
山
に
た
ど
り

【
場
　
　
所
】
大
和
国
・
葛
城
山

【
登
場
人
物
】
前
シ
テ
　
里
女

後
シ
テ
　
葛
城
の
神

ワ
キ
　
羽
黒
山
の
山
伏

ワ
キ
ツ
レ
　
同
行
の
山
伏

ア
イ
　
所
の
者

着
く
と
、に
わ
か
に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
。

山
伏
た
ち
が
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
、
忽

然
と
女
が
現
れ
、
自
分
の
庵
で
一
夜
を
明

か
す
よ
う
勧
め
、
私
宅
へ
山
伏
た
ち
を
案

内
す
る
。
女
は
し
も
と（
小
枝
を
束
ね
た

も
の
）を
解
き
、
そ
れ
を
火
に
く
べ
暖
を

と
る
。
さ
ら
に
し
も
と
を
束
ね
た
葛（
つ

る
草
）と
葛
城
山
を
掛
け
た
「
し
も
と
結

ふ
葛
城
山
に
降
る
雪
は
ま
な
く
時
な
く
思

ほ
ゆ
る
か
な
」
と
い
う
古
歌
を
紹
介
し
、

こ
れ
が
大
和
舞
の
歌
で
あ
る
と
説
く
。
山

伏
が
夜
の
勤
行
を
始
め
る
と
、
女
は
自
分

の
苦
し
み
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
と
頼

む
。
実
は
彼
女
は
葛
城
の
神
で
、
役
行
者

か
ら
山
と
山
を
渡
す
岩
橋
を
架
け
る
苦
役

を
課
せ
ら
れ
た
が
、
自
ら
の
見
苦
し
い
外

見
が
顕
に
な
る
こ
と
を
恥
じ
、
夜
に
し
か

働
け
な
か
っ
た
た
め
、
行
者
の
法
力
に

よ
っ
て
呪
縛
さ
れ
て
い
た
。
女
は
山
伏
に

救
済
を
求
め
、
消
え
去
る
。
山
伏
た
ち
が

祈
祷
を
す
る
と
、
蔦つ
た
か
ず
ら葛
に
縛
ら
れ
た
葛
城

の
女
神
が
姿
を
現
す
。
女
神
は
、
天
照
大

神
が
閉
じ
こ
も
っ
た
天
岩
戸
の
前
で
の
伝

説
的
な
神
楽
舞
と
重
ね
る
よ
う
に
、
大
和

舞
を
舞
い
、
夜
明
け
前
に
岩
戸
の
内
へ
と

消
え
て
い
く
。

　

葛
城
の
神
の
歴
史
は
古
く
、
か
つ
複
雑

で
あ
る
。
ま
ず
『
古
事
記
』
に
は
次
の
よ

う
な
話
が
載
る
。
雄
略
天
皇
が
鹿
狩
に
行
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く
と
、
向
か
い
の
尾
根
に
天
皇
の
装
束
も

一
行
の
姿
も
そ
の
ま
ま
写
し
た
よ
う
な
行

列
を
見
つ
け
る
。
天
皇
が
名
を
問
う
と
、

「
私
は
悪
事
も
善
事
も
一
言
で
言
い
放
つ

神
、
葛
城
の
一ひ
と
こ
と
ぬ
し
の
か
み

言
主
神
で
あ
る
」
と
述
べ

る
。
天
皇
は
こ
の
神
を
畏
怖
し
、
臣
下
の

装
束
を
献
上
し
た
。
こ
の
一
言
主
神
は
明

確
に
男
神
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
日に
ほ
ん
り
ょ
う
い
き

本
霊
異
記
』
と
い
う
説
話
集

で
は
、
同
じ
く
「
一
言
主
神
」
と
い
う
名

の
神
が
登
場
す
る
が
、
雄
略
天
皇
と
の
や

り
取
り
は
な
く
、
役
行
者
に
使
役
さ
れ
る

鬼
神
の
一
神
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
よ

う
に
物
語
の
背
景
こ
そ
異
な
る
が
、
葛
城

の
神
と
い
え
ば
「
一
言
主
神
」
と
知
ら
れ

て
お
り
、
現
在
も
葛
城
金
剛
山
の
麓
に
あ

る
葛
城
一
言
主
神
社
に
鎮
座
し
、
一
言
で

あ
れ
ば
ど
ん
な
願
い
も
叶
え
る
神
と
し

て
、
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
の
葛
城
の
神
の
伝
承
が
、
平
安
時
代

末
期
ご
ろ
か
ら
さ
ら
に
変
奏
す
る
。
そ
の

変
化
は
和
歌
の
世
界
を
中
心
に
起
こ
っ
た

ら
し
く
、
和
歌
の
解
説
書
で
は
一
言
主
神

と
い
う
名
は
消
え
、「
役
行
者
に
使
役
さ
れ

る
神
」
と
い
う
姿
が
膨
ら
ん
で
い
く
。
役

行
者
に
岩
橋
の
架
設
を
命
じ
ら
れ
た
神
が
、

「
私
の
顔
は
醜
く
皆
が
怯
え
る
の
で
、
夜
だ

け
働
く
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
行
者
が
激

怒
し
、
葛
で
縛
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

話
に
な
る
。
呪
縛
さ
れ
た
神
は
、
男
神
な

の
か
女
神
な
の
か
、
ま
た
一
言
主
神
と
同

体
な
の
か
も
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
伝

承
を
も
と
に
、
女
神
と
し
て
造
形
さ
れ
た

の
が
、
能
《
葛
城
》
の
シ
テ
な
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
葛
城
の
神
は
、
能
の
世
界
で
女
神

と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
様
々
あ
る

が
、
中
世
で
は
天
照
大
神
が
閉
じ
こ
も
っ

た
高
天
原
の
岩
戸
が
葛
城
山
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
天
照
大
神
、
岩
戸
の
前
で
舞
っ
た

天あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
、
そ
し
て
外
見
を
恥
じ
る
葛
城

の
神
、
こ
う
し
た
女
性
性
の
イ
メ
ー
ジ
が

《
葛
城
》
の
シ
テ
を
造
り
出
し
た
と
想
像

さ
れ
る
。「
難
し
い
話
だ
」と
思
っ
た
方
は
、

呪
縛
か
ら
救
済
を
求
め
る〝
人
間
ら
し
い
〟

神（
日
本
の
神
々
は
人
間
と
同
じ
よ
う
に

苦
し
む
）と
崇
高
な
神
話
世
界
の
神
と
い

う
二
つ
の
姿
か
ら
成
る
神
秘
的
な
大
和
舞

を
じ
っ
く
り
堪
能
し
て
ほ
し
い
。
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案
内
で
、
と
あ
る
庭
園
に
咲
く
宮
城
野
の

萩
の
花
を
見
に
い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
邸
で
は
客
が
和
歌
を
詠
む
慣
例
が
あ

る
と
聞
く
。
風
流
心
の
な
い
大
名
は
躊
躇

す
る
が
、
太
郎
冠
者
か
ら
「
七
重
八
重
九

重
と
こ
そ
思
ひ
し
に
十と

え重
咲
き
い
づ
る
萩

の
花
か
な
」
と
い
う
和
歌
を
教
わ
る
。
し

か
し
、
大
名
は
そ
の
歌
さ
え
覚
え
ら
れ
な

い
。
太
郎
冠
者
は
「
七
重
…
」
で
は
数
に

合
わ
せ
て
扇
を
開
き
、「
萩
の
花
」
で
は

自
分
の
脛は
ぎ（
す
ね
の
こ
と
）を
見
せ
る
な
ど

の
合
図
を
教
え
、
い
ざ
庭
園
に
向
か
う
。

失
言
を
繰
り
返
す
大
名
、
と
う
と
う
和
歌

を
詠
む
こ
と
に
な
っ
た
が
…
。

　

萩
は
薄
紫
色
・
濃
紅
紫
色
・
白
色
の
可

憐
な
花
で
、
九
月
頃
に
見
頃
を
迎
え
る
秋

の
花
で
あ
る
。
宮
城
野
は
現
在
の
仙
台
市

東
部
の
地
名
で
、
古
来
萩
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
歌
枕
に
も
な
っ
て
い
た
。

こ
の「
宮
城
野
萩
」は
六
月
と
九
月
の
二
回
、

咲
く
こ
と
も
あ
る
ら
し
く
、
京
都
で
も
古

く
か
ら
愛
で
ら
れ
て
い
た
。
映
像
や
書
き

割
り
を
用
い
な
い
狂
言
で
は
、
こ
の
美
し

い
花
は
観
客
の
目
に
見
え
な
い
。し
か
し
、

大
名
や
太
郎
冠
者
の
セ
リ
フ
・
仕
草
・
視

線
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
そ
こ
に
萩
の
花
が

咲
き
乱
れ
る
よ
う
な
風
景
が
出
現
す
る
。

こ
の
美
し
い
風
景
の
中
で
、
四
苦
八
苦
す

る
人
間
ら
し
い
大
名
の
姿
を
楽
し
み
た
い
。

　

狂
言
は
、「
大
名
」
を
笑
い
と
ば
す
作

品
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
の
大
名
は
そ
こ

そ
こ
の
領
地
を
所
有
す
る
名
主
程
度
の
身

分
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
彼
ら
は
田
舎
者

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。「
田
舎
者
」
は
風

流
を
解
さ
な
い
無
教
養
な
者
た
ち
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。《
萩
大
名
》
は
、
そ
の
田

舎
大
名
を
教
養
人
と
し
て
仕
立
て
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
失
敗
譚
で
あ
る
。

　

領
地
争
い
の
裁
判
が
無
事
に
終
わ
っ
た

遠
国
の
大
名
。
気
晴
ら
し
に
太
郎
冠
者
の

【
場
　
　
所
】
都

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
大
名

ア
ド
　
太た
ろ
う
か
じ
ゃ

郎
冠
者

ア
ド
　
亭
主

岩槻営業所
339 0073

岩槻区古ヶ場１―５―９
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【
場　
　
所
】
唐も
ろ
こ
し土
・
清し
ょ
う
り
ょ
う
ぜ
ん

凉
山

【
登
場
人
物
】
前
シ
テ　
杣そ
ま
び
と人

後
シ
テ　
白
獅
子

ツ
レ　
赤
獅
子

ワ
キ　
寂じ
ゃ
く
し
ょ
う
ほ
っ
し

昭
法
師

ア
イ　
仙
人

　

か
つ
て
仏
道
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
唐

土
・
天
竺（
今
の
中
国
と
イ
ン
ド
）は
正
真

の
教
え
が
あ
る
憧
れ
の
地
で
あ
っ
た
。
名

僧
た
ち
は
厳
し
い
渡
航
を
厭
わ
ず
、
大
陸

を
目
指
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
三
河
入
道
」

と
呼
ば
れ
た
寂
昭（
九
六
二
？
―
一〇
四
三
）

と
い
う
天
台
宗
の
僧
が
い
た（
能
以
外
で

は
「
寂
照
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
）。

俗
世
で
は
文
事
に
長
け
た
大
江
定
基
と
い

う
貴
族
で
あ
っ
た
が
、
愛
す
る
人
を
亡
く

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
出
家
、
比
叡
山

で
修
行
し
た
後
、
唐
土
に
渡
り
、
帰
国
す

る
こ
と
な
く
彼か

の
地
の
清
凉
山（
現
在
の

山さ
ん
せ
い
し
ょ
う

西
省
に
あ
る
山
。
別
名
「
五
台
山
」）で

最
期
を
迎
え
た
。
こ
の
清
涼
山
は
古
く
か

ら
仏
教
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
智
慧（
真

実
を
見
極
め
判
断
す
る
力
）を
司
る
文
殊

菩
薩
へ
の
信
仰
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

能
《
石
橋
》
は
、
寂
昭
が
こ
の
清
凉
山
に

訪
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

　

唐
土
に
渡
っ
た
寂
昭
は
清
凉
山
に
た
ど

り
着
く
。
そ
こ
で
見
た
石
橋
に
つ
い
て
、

杣
人（
木
樵
の
老
人
）に
尋
ね
る
と
、
対
岸

が
文
殊
菩
薩
の
浄
土
で
あ
る
と
教
わ
る
。

寂
昭
が
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
杣
人
は

高
僧
で
あ
っ
て
も
渡
り
難
い
と
制
止
す

る
。
石
橋
は
、
千
丈（
約
三
キ
ロ
）に
も
お

よ
ぶ
深
い
谷
に
架
か
っ
て
お
り
、
幅
一
尺

（
約
三
〇
セ
ン
チ
）に
も
満
た
な
い
狭
さ

で
、長
さ
三
丈（
約
九
メ
ー
ト
ル
）も
あ
り
、

し
か
も
苔
に
覆
わ
れ
滑
り
や
す
い
難
所
で

あ
る
。
杣
人
は
こ
こ
で
待
て
ば
奇
跡
が
あ

る
だ
ろ
う
と
予
告
し
、消
え
る
。や
が
て
、

文
殊
菩
薩
に
仕
え
る
獅
子
が
現
れ
、
咲
き

誇
る
牡
丹
と
戯
れ
つ
つ
、
勇
壮
な
舞
を
見

せ
る
。
そ
し
て
、
も
と
の
台
座
へ
と
戻
っ

て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　

石
橋
は
清
凉
山
に
は
な
く
、
浙せ
っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
の

天
台
山
に
あ
る
橋
で
あ
る
。
中
世
に
は
イ

ン
ド
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
正
確

な
場
所
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
仏
教
の
霊
地
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
そ
の
聖
境
を
描
く
能
の
主
役
は
、
文
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殊
菩
薩
で
も
寂
昭
で
も
な
く
、
文
殊
の
眷

属
の
「
獅
子
」
で
あ
る
。
こ
の
獅
子
は
伝

説
上
の
神
獣
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
で
は

文
殊
菩
薩
の
乗
り
物
と
な
っ
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
獣
を
威
伏
さ
せ
る
獅
子
の
咆ほ
う
こ
う哮

は
、

外
道
を
従
わ
せ
る
仏
の
説
法
に
も
譬た
と

え
ら

れ
る
の
で
、
人
の
煩
悩
を
砕
き
真
理
へ
と

導
く
文
殊
菩
薩
と
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。

る
。
そ
の
た
め
、
前
半
の
寂
昭
が
清
涼
山

に
訪
れ
る
場
面
を
ま
る
ご
と
カ
ッ
ト
し
、

後
半
の
み
を
上
演
す
る
形
式（「
半は
ん
の
う能

」
と

呼
ぶ
）の
ほ
う
が
頻
繁
に
上
演
さ
れ
る
。

本
公
演
で
は
前
半
も
あ
る
形
で
上
演
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
シ
テ
の
獅
子
は
、
激
し
い
掛
け
声
と

長
い
間
合
い
で
構
成
す
る
音
楽（
乱ら
ん
じ
ょ序
）で

登
場
し
、
奮
迅
の
勢
い
を
躍
動
的
な
舞
で

表
現
す
る
。
能
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
華
や

か
な
舞
は「
獅
子
」と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、

芸
と
し
て
の
秘
事
も
多
く
、能
楽
師
に
と
っ

て
重
い
習
事
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
流

派
ご
と
に
「
小
書
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
な

演
出
も
多
い
。
本
公
演
で
の
「
古こ
し
き式

」
と

い
う
小
書
は
、
ツ
レ
を
伴
い
二
人
で
舞
う

演
出
の
一
つ
で
あ
る
。
一
畳
台（
石
橋
を
表

す
）に
あ
つ
ら
え
ら
れ
た
赤
と
白
の
牡
丹
に

戯
れ
る
よ
う
に
、
白
と
赤
の
二
頭
の
獅
子

が
大
宮
の
夜
に
壮
麗
な
舞
を
見
せ
る
。

　

文
殊
菩
薩
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、

獅
子
は
そ
の
荒
ぶ
る
姿
か
ら
、
悪
魔
を
退

散
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
様
々

な
民
間
伝
承
や
そ
れ
に
基
づ
く
芸
能
の
中

で
、
精
気
溢
れ
る
姿
を
表
出
し
て
き
た
。

大
き
な
布
の
中
に
入
り
、獅
子
頭
を
用
い
、

子
供
た
ち
の
頭
を
噛
む
と
い
う
、
か
つ
て

正
月
の
恒
例
で
あ
っ
た
「
獅
子
舞
」
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ

は
伊
勢
神
宮
の
神
札
を

配
布
し
た
神
楽
師
の
芸

（
伊
勢
大
神
楽
）を
起
源

と
す
る
が
、
こ
れ
以
外

に
も
複
数
で
舞
う
獅

子
、
行
列
を
先
導
す
る

獅
子
、
神
の
象
徴
の
獅

子
な
ど
、
多
種
多
様
な

獅
子
舞
が
存
在
し
、
中

国
・
朝
鮮
、
そ
し
て
日

本
全
国
に
広
く
分
布
し

て
い
る
。
獅
子
は
多
く

の
人
を
熱
狂
さ
せ
る
芸

能
世
界
の
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
な
の
で
あ
る
。

　

獅
子
は
能
楽
に
お
い

て
も
魅
力
的
な
存
在
で

あ
り
、《
石
橋
》
は
ま

さ
に
そ
の
獅
子
の
芸
を

見
る
た
め
の
能
で
あ

感謝をかさねて、
この街と、未来へ

写
真
提
供
：
辻
井
　
清
一
郎



鉄板・懐石　くら馬

麺　くら馬

≪営業時間≫
【平日・土曜】昼 /11：30～ 14：00（LO）　夜 /17：30～ 21：00（LO）
【日曜・祝日】昼 /11：30～ 14：00（LO）　夜 /17：30～ 20：00（LO）
さいたま市大宮区三橋 1-668　☎048-780-2653【予約専用】

≪営業時間≫昼 /11：30～ 15：00（LO）　夜 /17：00～ 21：00（LO）
月曜日定休（月曜休日の場合は火曜日休）
さいたま市大宮区三橋 1-727-2　☎048-778-8671

　
「
貝
塚
」「
モ
ー
ス
」と
並
べ
ば
誰
で
も
小
学
生
の
頃
に
習
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
エ
ド
ワ
ー

ド
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
で

あ
り
、
明
治
時
代
に
来
日
し
「
大
森
貝
塚
」
の
発
見
な
ど
で

日
本
の
考
古
学
に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
モ
ー

ス
が
能
の
稽
古
を
し
て
い
た
と
知
る
と
、
驚
く
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

モ
ー
ス
は
動
物
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
に
興

味
と
尊
敬
を
抱
き
、
お
茶
や
謡
の
稽
古
を
経
て
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
十
六
年
に
能
楽
師
の
梅う
め

若わ
か

実み
の
る

（
初
代
）
の
元
を
訪
ね

た
モ
ー
ス
は
、そ
の
日
の
う
ち
に
謡
の
稽
古
を
開
始
し
ま
す
。

モ
ー
ス
が
日
本
で
の
日
々
を
書
き
残
し
た
「
日
本
そ
の
日
そ

の
日
」
と
い
う
本
に
は
、
そ
の
日
の
稽
古
の
様
子
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
最
後
に
死
者
狂
に
な
っ
た
私
は
、
す
べ
て
の
遠
慮
を
か

な
ぐ
り
棄
て
、

何
に
し
て
も
彼

の
声
音
を
真
似

て
や
ろ
う
と
決

心
し
て
、
一
生

懸
命
で
や
り
出

し
た
。
私
は
下

腹
を
力
一
杯
ふ

く
ら
ま
せ
、
鼻

か
ら
声
を
出

し
、
必
要
な
時

に
は
顫せ
ん

音お
ん

発
生
装
置
を
か
け
、
そ
の
結
果
数
名
の
人
々
が
、

疑
も
な
く
絶
望
の
念
に
か
ら
れ
て
、
襖
の
間
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
地
獄
的
な
呶ど

鳴な

り
声
で
、
名
誉
あ
る
場
所
を
冒
涜
し
つ

つ
あ
る
外
国
人
を
、の
ぞ
き
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
中
略
）

私
は
茶
の
湯
や
謡
の
実
際
の
稽
古
を
し
て
、
日
本
人
の
見
解

か
ら
、
多
く
の
事
を
知
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。」

　

当
時
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
「
外
国
人
に
よ
る
謡
の

稽
古
」を
、そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
は
ど
う
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
謡
の
特
徴
を
「
横
隔
膜
を
押
し
下
げ
、
腹ふ
く

壁へ
き

を
つ
っ
ぱ
ら
せ
、共
鳴
器
に
す
る
」と
考
察
す
る
あ
た
り
は
、

さ
す
が
動
物
学
者
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
同
郷
の
モ
ー
ス
の
紹
介
で
来
日
し
た
フ
ェ
ノ
ロ

サ
は
、
岡
倉
天
心
と
共
に
日
本
の
美
術
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
西
洋
文
化
が
広
ま
る
中
で
、

日
本
の
文
化
・
芸
術
に
再
び
照
明
を
あ
て
て
く
れ
た
モ
ー
ス

博
士
た
ち
は
、
ま
さ
に
恩
人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
田
　
布
由
樹

能
楽
を
愛
し
た
偉
人
た
ち
「
モ
ー
ス
」

エドワード・シルベスター・モース
（1838～1925年）

1914年ピーボディ・エセックス博物館蔵

モース自身による稽古風景のスケッチ

観世流大宮謡曲会 048（881）8619 小澤健治郎
宝生流 048（021）4043 吉岡喜一郎
金春流・洗心会 048（663）1617 大塚龍一郎
金春流・春栄会 049（234）2478 大 坂 　 誠



演
者
紹
介
（
令
和
八
年
三
月
現
在
）

藤
ふじ

井
い

　秋
しゅう

雅
が

平成二年生

シ
テ
方
宝
生
流
藤
井
雅
之
の
長
男
。
十
九
代
宗
家
宝
生
英
照
、
二
十
代
宗
家
宝
生
和

英
に
師
事
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
卒
業
。
平
成
七
年
「
鞍
馬
天
狗
」
花

見
で
初
舞
台
を
踏
み
、
平
成
二
十
七
年
「
田
村
」
で
初
シ
テ
を
勤
め
る
。
こ
れ
ま
で

に
「
翁
」
千
歳
を
披
く
。
同
門
会
「
秋
月
会
」
を
主
宰
し
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

本
ほん

田
だ

　光
みつ

洋
ひろ

昭和十七年生

シ
テ
方
金
春
流
。
本
田
秀
男
の
長
男
。
父
及
び
七
十
九
世
宗
家
金
春
信
高
に
師
事
。

早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保

持
者
。
昭
和
五
十
一
年
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
。

五
歳
で
初
舞
台
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ド
イ
ツ
で
演
技

指
導
を
行
う
な
ど
、
内
外
で
能
楽
の
普
及
に
努
め
る
。「
大
宮
薪
能
」
の
普
及
、
発

展
に
努
め
、
令
和
三
年
さ
い
た
ま
市
文
化
賞
受
賞
。
日
独
修
好
百
五
〇
周
年
ド
イ
ツ

巡
回
能
楽
公
演
団
長
。

藤
ふじ

井
い

　雅
まさ

之
ゆき

昭和二十九年生

シ
テ
方
宝
生
流
。
東
京
生
ま
れ
。
十
八
代
宗
家
宝
生
英
雄
に
師
事
。「
俊
成
忠
度
」

に
て
初
シ
テ
を
勤
め
、こ
れ
ま
で
に「
乱
」「
道
成
寺
」「
石
橋 

連
獅
子
」「
翁
」を
披
演
。

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
自
身
の
同
門
会
「
波
吉
会
」「
波
吉
雅
会
」、

平
成
二
十
年
よ
り
改
め
「
藤
雅
会
」
を
主
宰
し
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
向
き
、
海
外
で
の
指
導
や
普
及
活
動
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
令
和
七
年
十
一
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
公
演
を
実
施
し
た
。

金
こん

春
ぱる

　憲
のり

和
かず

昭和五十七年生

シ
テ
方
金
春
流
八
十
一
世
宗
家
。
金
春
安
明
の
長
男
。
平
成
二
十
九
年
四
月
、
父
か

ら
宗
家
を
継
承
。

六
歳
で
能
「
邯
鄲
」
子
方
に
て
初
舞
台
。
十
三
歳
で
能
「
経
政
」
に
て
初
シ
テ
。

現
在
ま
で
に
「
乱
」「
獅
子
」「
道
成
寺
」「
翁
」
を
披
き
、
六
百
年
の
伝
統
あ
る
奈
良
若

宮
お
ん
祭
で
は
「
神
楽
式
」
を
つ
と
め
る
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。

（
公
社
）金
春
円
満
井
会
常
務
理
事
。（
一
社
）日
本
能
楽
会
会
員
。



野
の

村
むら

　万
まん

作
さく

昭和六年生

狂
言
方
和
泉
流
。
重
要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
保
持
者（
人
間
国
宝
）、
文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会

員
。
文
化
勲
章
受
章
。
祖
父
・
故
初
世
野
村
萬
斎
及
び
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
に
師
事
。
早
稲
田
大
学

文
学
部
卒
業
。「
万
作
の
会
」
主
宰
。
軽
妙
洒
脱
か
つ
緻
密
な
表
現
の
な
か
に
深
い
情
感
を
湛
え
る
、

品
格
あ
る
芸
は
、
狂
言
の
一
つ
の
頂
点
を
感
じ
さ
せ
る
。
国
内
外
で
狂
言
普
及
に
貢
献
。
ハ
ワ
イ
大
・

ワ
シ
ン
ト
ン
大
で
は
客
員
教
授
を
務
め
る
。
狂
言
の
技
術
の
粋
が
尽
く
さ
れ
る
秘
曲
『
釣
狐
』
に
長
年

取
り
組
み
、
そ
の
演
技
で
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
日
本
芸
術
院
賞
、
松

尾
芸
能
賞
、
紫
綬
褒
章
、
坪
内
逍
遥
大
賞
、
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
賞
、
朝
日
賞
、
旭
日
小
綬
章
、
中
日

文
化
賞
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
、
令
和
七
年
三
月
N
H
K
放
送
文
化
賞
等
多
数
の
受
賞
歴
を

持
つ
。狂
言
師
と
し
て
新
た
な
試
み
に
も
し
ば
し
ば
取
り
組
み
、現
在
に
至
る
狂
言
隆
盛
の
礎
を
築
く
。

近
年
で
は
、「
楢
山
節
考
」
の
再
演
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
令
和
七
年
八
月
、

初
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
六
つ
の
顔
」
が
全
国
公
開
さ
れ
た
。

野
の

村
むら

　萬
まん

斎
さい

昭和四十一年生

狂
言
方
和
泉
流
。
祖
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
・
野
村
万
作
に
師
事
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指

定
保
持
者
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。「
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
」
主
宰
。
国
内
外
で
多
数
の
狂
言
・

能
公
演
に
参
加
し
、
普
及
に
貢
献
す
る
一
方
、
現
代
劇
や
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
演
、
舞
台
『
敦

―
山
月
記
・
名
人
伝
―
』『
子
午
線
の
祀
り
』、
能
狂
言
『
鬼
滅
の
刃
』『
日
出
処
の
天
子
』、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

な
ど
古
典
の
技
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
演
出
で
幅
広
く
活
躍
。
現
在
の
日
本
の
文
化
芸
術
を
牽
引
す
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ひ
と
り
。
現
代
に
生
き
る
狂
言
師
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
狂
言
の
在
り

方
を
問
う
て
い
る
。
平
成
六
年
に
文
化
庁
芸
術
家
在
外
研
修
制
度
に
よ
り
渡
英
。
芸
術
祭
新
人
賞
・
優

秀
賞
、
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
毎
日
芸
術
賞
千

田
是
也
賞
、
読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
、
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
松
尾
芸
能
賞
大
賞
、

坪
内
逍
遥
大
賞
を
受
賞
し
た
。
石
川
県
立
音
楽
堂
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。東
京
藝
術
大
学
・
日
本
大
学
芸
術
学
部
客
員
教
授
。（
公
社
）全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
会
長
。

上落合駐車場　吉敷1丁目2丁目駐車場
メルシーペール(板橋)  メルシーペール上落合
フィオーレ静吉敷町

さいたま市大宮区吉敷町 1-11-3　TEL：048-641-1933

㈱橋本昭司記念駐車場
代表取締役　橋本　洋子（西橋商事取締役）

伊
い

海
かい

　孝
たか

充
みつ

昭和四十七年生

法
政
大
学
文
学
部
教
授　

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
兼
担
所
員
。

専
門
は
能
楽
研
究
・
日
本
中
世
文
学
研
究
。

編
著
書
に
『
切
合
能
の
研
究
』（
檜
書
店
、
平
成
二
十
三
年
）、『
日
本
人
の
こ
こ
ろ
と

言
葉　

世
阿
弥
』（
西
野
春
雄
氏
と
の
共
著
、
創
元
社
、
平
成
二
十
五
年
）、『
野
上
豊

一
郎
の
能
楽
研
究
』（
能
楽
研
究
所
、
平
成
二
十
六
年
）な
ど
。

「
真
田
」「
伏
木
曾
我
」「
虎
送
」「
和
田
酒
盛
」
な
ど
の
復
曲
に
も
携
わ
る
。

演
目
解
説

ワ
キ
方
　
宝
生
流
　
野
口
　
能
弘
　
　
小
鼓
　
大
倉
流
　
飯
冨
　
孔
明

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
琢
弘
　
　
大
鼓
　
葛
野
流
　
亀
井
　
洋
佑

笛
　
　
　
一
噌
流
　
小
野
寺
竜
一
　
　
太
鼓
　
金
春
流
　
桜
井
　
　
均

https://livross.jp

金
こん

春
ぱる

　安
やす

明
あき

昭和二十七年生

シ
テ
方
金
春
流
。

父
、
七
十
九
世
故
金
春
信
高
に
師
事
。
学
習
院
大
学
国
文
学
科
卒
業
。
重
要
無
形
文

化
財
総
合
指
定
保
持
者
。（
公
社
）金
春
円
満
井
会
顧
問
。（
一
社
）日
本
能
楽
会
理
事
。

平
成
二
十
九
年
四
月
、
宗
家
を
長
男
金
春
憲
和
に
譲
る
。

六
歳
で
初
舞
台
。
九
歳
の
と
き
「
猩
々
」
に
て
初
シ
テ
。
現
在
ま
で
に
「
翁
」「
獅
子
」

「
乱
」「
道
成
寺
」「
鷺
」「
卒
都
婆
小
町
」「
伯
母
捨
」「
関
寺
小
町
」
を
披
く
。

平
成
十
九
年
十
一
月
、
北
京
、
上
海
、
重
慶
に
て
講
座
。

■ 資金調達・補助金活用
■ 新事業・新分野展開
■ 人材育成

■ 創業・経営支援

■ 福利厚生（ワークジョイさいたま）

未来を切り拓く企業の挑戦と
イノベーションのパートナー
未来を切り拓く企業の挑戦と
イノベーションのパートナー

TEL 048-851-6652 https://www.sozo-saitama.or.jp/
住所  さいたま市中央区下落合5－4－3　さいたま市産業文化センター4階



■会場レイアウト ■会場案内図

会場
武蔵一宮氷川神社

2

17

大宮公園大宮公園
大宮北中学校大宮北中学校

大宮北小学校大宮北小学校

中央通り中央通り

大宮東小学校大宮東小学校

産
業
道
路

産
業
道
路

氷
川
参
道

氷
川
参
道

旧
中
山
道

旧
中
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ソニックシティソニックシティ

二の鳥居二の鳥居

三の鳥居三の鳥居

大宮小学校大宮小学校

東口東口
西口西口

大宮公園駅大宮公園駅

北大宮駅北大宮駅

鉄道博物館駅鉄道博物館駅

大宮駅大宮駅

大宮公園
大宮北中学校

大宮北小学校

中央通り

大宮東小学校
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ソニックシティ

二の鳥居

三の鳥居

大宮小学校

東口
西口

大宮公園駅

北大宮駅

鉄道博物館駅

大宮駅

一宮
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一宮
通り

東東
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線線
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大宮税務署大宮税務署大宮税務署

裏参道通り裏参道通り裏参道通り

武蔵一宮氷川神社　　　　　　　　　さいたま市大宮区高鼻町1-407
交通　�JR大宮駅東口から徒歩20分
	 東武アーバンパークライン（野田線）北大宮駅から徒歩10分
	 　　　　　　〃　　　　　大宮公園駅から徒歩15分

本社：埼玉県さいたま市見沼区東新井294-1　　Mail：info@gum1.co.jp

軽貨物運送サービス



■公演当日の天候による実施について
 ◆開催可否決定
最新の気象情報をもとに開演後、継続的に３ミリ以上の降雨又は、突風などの荒天が予想される場合は、
主催者判断において開催中止となります。
開催可否は午後２時30分に下記さいたま市公式観光サイトにて発表いたしますので、下記URLまたは
QRコードよりご確認ください。
　※雨天会場のご用意はございません。
	 VISIT SAITAMACITY　さいたま市公式観光サイト
	 	 https://visitsaitamacity.jp/events/14

 ◆開催決定後の天候急変について
　開演後は一時中断とし、開催可否の再検討を行います。
　（1）天候回復が見込める場合
　　再検討の上再開しますが、状況により内容が一部変更となる場合もございますので予めご了承ください。
　（2）天候回復が見込めない場合
　　①演能（葛城・石橋）開始前に中止
　　　鑑能券代のみ、払い戻しをさせていただきます。（購入時の各種手数料は対象外）
　　　※払い戻しの際は、鑑能券を購入された店舗に鑑能券をご持参ください。
　　　　払い戻し期間：令和８年５月29日㈮午前10時〜６月８日㈪午後11時59分
　　②演能（葛城・石橋）開始後に中止
　　　鑑能券代の払い戻しはございません。

 ◆当日の開催可否に関する電話でのお問い合わせ
　（公社）さいたま観光国際協会：048-647-8339（午後２時30分～）

さいたま商工会議所
https://www.saitamacci.or.jp
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第一日目
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事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み）　http://www.stib.jp 　
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144　浦和観光案内所：TEL.048-883-1055

◦鑑 能 券：	 Ｓ席 ￥7,000　
　　　　　　

全席指定
パンフレット付  Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥５,000 ） 

◦先行予約：平成28年３月５日㈯、６日㈰、12日㈯、13日㈰	午前10時から午後３時まで（※５日は午後５時まで）
◦一般販売：平成28年４月８日㈮　午前10時より		※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。
◦販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅	アトレ浦和South	Area／４月17日㈰まで）

「石橋」

A席は先行割引あり
予約電話番号　　　0120ー400ー106

３月
５日土・６日日
12日土・13日日
午前10時受付開始

〈鑑能券〉
電話

先行予約
（S席・A席）

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内
（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）
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開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内

     （雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

●鑑 能 券：Ｓ席 ￥7,000　Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥５,000 ）
●先行予約：平成25年３月９日㈯～13日㈬　午前10時から午後３時まで
●一般販売：平成25年４月12日㈮　午前10時より   ※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。

●販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅西口駅前／４月21日㈰まで）

全席指定　パンフレット付

「土蜘」

予約電話番号
皿0120ー400ー106

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み）　http://www.stib.jp 　
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144　浦和観光案内所：TEL.048-824-0333
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動
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演
目

無
料
動
画
配
信

テレビ埼玉
令和３年６月12日（土）19：00～放送
動画配信
令和３年６月13日（日）～９月12日（日）

無料

▲

（公社）さいたま観光国際協会YouTubeチャンネル
　　　https://www.youtube.com/c/SaitamaTIB

▲

テレ玉YouTubeチャンネル
　　　https://www.youtube.com/c/teletama3ch

配信

大宮薪能特設サイトはこちら

▲

第
四
十
回
記
念

大
宮

TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み） 
https://www.stib.jp/
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回
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宮

羽衣

5/22（金）5/23（土）

第１日

SS席 9,000円
Ｓ席 6,000円
Ａ席 5,000円

SS席 11,000円
Ｓ席 8,000円
Ａ席 7,000円

第２日

鑑 能 券 鑑 能 券

〈開演〉午後 6：40〈開演〉午後 5：40
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●販売場所・販売日
❶ オフィシャルチケットサイト…３月12日（木）午前10時から完売まで
❷ セブンチケット…………………３月17日（火）午前10時から完売まで
　（ウェブサイトまたはセブンイレブン店頭のマルチコピー機でも購入可）
❸ さいたま観光国際協会事務所…３月17日（火）午前10時から完売まで
　（大宮駅西口　JACK大宮３階　営業時間：土日祝除く10：00～17：00）
❹ 浦和観光案内所…………………３月17日（火）午前10時から３月24日（火）17時まで
　（JR浦和駅　アトレ浦和South Area　営業時間：10：00～17：00）

●URL
オフィシャルチケットサイト セブンチケット
▶http://r-t.jp/takiginou ▶http://7ticket.jp/sp/takiginou

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み） 
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144
浦和観光案内所：TEL.048-883-1055

https://www.stib.jp/

◦鑑 能 券：	 Ｓ席 ￥7,000 （ S席中正面のみ先行予約は￥6,000 ）　
　　　　　　

全席指定
パンフレット付  Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥5,000 ）　　　　　 

◦先行予約：平成31年３月９日㈯、10日㈰、16日㈯、17日㈰	午前10時から午後３時まで（※９日のみ午後5時まで）
◦一般販売：平成31年４月12日㈮	午前10時から完売まで※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。
◦販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅	アトレ浦和South	Area／４月21日㈰まで）

嵐山

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内

（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

※各案内所は残券状況のみ回答可

先行予約
3/9土・10日・16土・17日

午前10時～午後３時受付
（９日のみ午後５時まで受付）

Ｓ席中正面￥7,000  ￥6,000
Ａ席全て￥6,000  ￥5,000
TEL 0120-400-106

S席の割引は中正面のみです
S席正面・脇正面は
￥7,000での販売です
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第１日目

現金のみ取扱い
（カード不可）

第
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十
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回

大
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T a k i g i - N o hT a k i g i - N o hT a k i g i - N o h

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み）　http://www.stib.jp 　
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144　浦和観光案内所：TEL.048-883-1055

◦鑑 能 券：	 Ｓ席 ￥7,000 （ S席中正面のみ先行予約は￥6,000 ）　
　　　　　　

全席指定
パンフレット付  Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥5,000 ）　　　　　 

現金のみ取扱い
（カード不可）

◦先行予約：平成30年３月３日㈯、４日㈰、10日㈯、11日㈰	午前10時から午後３時まで（※３日のみ午後5時まで）
◦一般販売：平成30年４月６日㈮	午前10時から午後６時まで※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。
◦販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅	アトレ浦和South	Area／４月15日㈰まで）

「土蜘」

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内
（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

※各案内所は残券状況のみ回答可
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先行予約
3/3土・4日・10土・11日

午前10時～午後３時受付
（３日のみ午後５時まで受付）

Ｓ席中正面￥7,000  ￥6,000
Ａ席全て￥6,000  ￥5,000
TEL 0120-400-106

S席の割引は中正面のみです
S席正面・脇正面は
￥7,000での販売です
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船弁慶 葵上

鑑能券
全席自由席

5,500円

❶ オフィシャルチケットサイト
令和４年３月15日（火）～

❷ セブンチケット（店頭のマルチコピー機を含む）
❸ さいたま観光国際協会事務所（Bibli ２F）
❹ 浦和観光案内所

令和４年３月23日（水）～

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬

㉚ ㉙ ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ ㉔ ㉓ ㉒

㉞㉟ ㉝ ㉜ ㉛

㊳㊴ ㊲ ㊱

㊸㊹ ㊶

㊵

㊷㊺

※数字は大宮薪能の開催回数です

第
四
十
五
回
記
念

四
十
五
年
の
あ
ゆ
み

これまでのポスター
を掲載しました。
あなたのお気に入り
はどれですか？

相続･贈与･譲渡･会計･経営･税務相談･申告
どんなことでもお気軽にご相談下さい
わかりやすく丁寧にご説明致します

さいたま 山田会計 検 索

〒330-0803　さいたま市大宮区高鼻町2-62-2

℡048-644-1212　

税理士法人 山田会計
代表・税理士  山田  祐司　　税理士  清水  健司
　　　税理士  西村  健彦　　税理士  金谷  智行






